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富 山 医科薬科大学保健医学教室
は じ め に
医学部の新入生 を 対象 に 医学に 関す る 入門 的学科
目 （Early exposure ） と し て 医学概論が 多 く の大学
で開設さ れ て い る 。 本学では 医学 と 薬学 の 両学部 を
有す る と い う 特徴 を ふ ま え ， 両学部の新入生に 将来
の医療人 と し て 学 ぶ動機， な ら びに そ の 内容 に つ い
て の吟味 を お こ な わせ る 学科 目 と し て 医薬学概論が
開学以来継続 さ れて い る 。 さ ま ざま な 試行を 経 な が
ら こ の学科 目 に 対す る 学生諸君の 自 主的 な 係 わり 方
が取 り 入れ ら れ て き て い る が， 今 回 は 私が携 わっ た
年度以降の医学科に お け る 医薬学概論に つ い て 述 べ
た い 。
医学科に お け る 医薬学概論
（昭和62年度一平成 5年度）
昭和62年度に 本学 に お け る 医薬学概論は ， 過 去の
実績 を 考 慮、 し つつ ， い く つか の点 で改正が試み ら れ
た 。 ま ず， 医薬学概論の最初の 3 回 は 医 ・ 薬 両学部
学生が合同 で学長 ・ 両副学長 の 講義 を 受 け ， そ の後
は 両 学部別 々 に 行われ る こ と と な っ た 。 こ と あ と 医
学科では 医学概論 と し て 引き 継がれ， そ の 冒頭 で は ，
医学部入学の動機 を 話題 と し て 「 医学 を め ざす 者」
を 取 り あ げ， 学生数 人 を 選 び本学志望 に い た っ た 経
過 な ど を 発表 し ， そ れに 対す る 意 見交換がお こ な わ
れ る よ う に な っ た 。
引き 続 い て 生命 の 誕生か ら タ ー ミナ ルに い た る 人
生 の各 ス テ ー ジ に そ っ て 医学部教 官に よ る 話題提供
と そ れ に 基づ く 講義が， 各 コ ー ディ ネ ー タ が参加 を
要 請し た 教 官も 加 っ て 行われ て い る 。 参考 ま でに 平
成 5 年度の 医薬学概論の 日 程 を 表 1 に 示 し た 。 毎年，
生命の 誕生 の フ ィルム 上映な どか ら 始 ま っ て ， 基礎
医学， 臨床医学そ し て 社会医学に お け る 今 日 的話題
が コ ー ディ ネ ー タ の も と に 複数の教 官か ら 提供 さ れ，
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表 1 平成 5 年度 医薬学概論 日 程表
医薬合同 （ 大講義室 ：10 : 50～ 12 : 30) 
第 1 回 4 月 20 日 （刈 山 崎 学 長
第 2 回 4 月 27 日 （火 ） 佐々 木 副学長
第 3 回 5 月 1 1 日 （刈 中 西 副 学長
医学部単独 （ 202講義室 ： 10 : 50 ～1 2 : 30 ) 
第 l回 5 月 18 日 （刈
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
高久 ・ 倉知 両教授
医学 を 目 指す 者 （ I ) 滝j畢教授
第 2 回 5 月 25 日 （刈
医学 を 目 指す 者 （ II ) 滝津教授
第 3 回 6 月 1 日 （刈
生 命 の 誕生 … … （ コ ー ディ ネ ー タ ：
泉教授 ）
第 4 回 6 月 8 日 引く）
分子生物学の基礎医学への応用 ・ －
（ コ ー ディ ネ ー タ ： 村 口 教授 ）
エイ ズ研究の最前線
第 5 回 6 月 15 日 （火 ）
画像診断の最先端… … （ コ ー ディ ネ
ー タ ： 柿下教授 ）
第 6 回 6 月 22 日 （火 ）
高齢化社会の 医学への期待… － （ コ
ーディ ネ ー タ ：鏡 森教授 ）
第 7 回 6 月 29 日 （刈
Early exposure 実 習
第 8 回 7 月 6 日 （刈
医療 に お け る 看護の役割… … （ コ ー
ディ ネ ー タ ： 滝j畢教授 ）
第 9 回 7 月 13 日 （火 ）
医学教育 と そ の課程… … （ コ ー デイ
ネ ー タ ： 倉知教授 ）
本学 卒葉生参加
第10回 7 月 20 日 （火 ） 〔大講義室 〕
救急 蘇生実習 ・ ・・・ ・ ・ 伊藤教授
一体 験実習 （ 夏休み ）ー
第 1 1 回 9 月 7 日 （火 ）
実習報告会
第 12回 9 月 14 日 （火 ）
実 習 報告会
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高齢期 ・ 終末期 に 関す る も の で終 わっ て い る 。 そ れ
以 前 の 5 年 間 を ふ り 返る と ， 基礎医学の話題 と し て
は ， 最新の医学 最近の脳研究の進 歩一 （ 昭和63年，
コーデ ィ ネ ータ 小野教授 ） ， ミク ロ の 医学 （ 平成
元年， コ デー ィ ネ ー タ 高屋教授 ） ， 医学に お け る
分子生物学 （ 平成 2 年， コ ーデ ィ ネ ー タ 平賀教授 ） ，
微小循環一形 態 と 機能一 （ 平成 3 年， コ ー デ ィ ネ ー
タ 大 谷教授 ） ， 分子生物学の 基礎医学への 応、用 （ 平
成 4 年， ヨー デ ィ ネ ータ 白 木教授 ） が取 り 上げ ら
れ た 。 ま た ， 臨床医学か ら は 第三の 医学ー リ ハ ビリ
テ ー シ ョ ン は 何を 目 指すか ー （ 昭和63 年， コー デ ィ
ネ ー タ 辻教授 ） ， 老化 （ 平成 元年， コ デー ィ ネー
タ 矢野教授 ） ， 海外に お け る 日 本 人 医 師の 活動 （平
成 2 年， コ ー デ ィ ネ ー タ 山 本教授 ） ， 画像診断の
最先端 学 （ 平成 2 年， コ ー デ ィ ネ ー タ 渡辺教授 ），
画像診断の最先端 （ 平成 4 年 ， コ ー デ ィ ネ ー タ 柿
下教授 ） の 話題提供があ っ た 。 社会医学お よ び関 連
分野か ら の話題 と し て は 献体 を め ぐ っ て （ 昭和63年，
コ ー デ ィ ネ ー タ 松田教授 ） ， 死 と 献体 と 奉仕 （ 平
成 元年， コ デー ィ ネ ー タ 滝津教授 ） ， 医学 と 社会
（ 平成 2 年， コ ーデ ィ ネ ー タ 鏡森教授 ） ， 医療 の
あ ゆ み と 医 師 （ 平成 3 年， コ デー ィ ネ ー タ 滝津教
授 ） ， 高齢化社会の医学への期待 （ 平成 3 年 お よ び
平成 4 年， コ ー デ ィ ネ ー タ 鏡森教授 ） ， 医療 に お
け る 看護の役割 （ 平成 4 年， コ ー デ ィ ネ ータ 諸橋
教授 ） が取 り 上げ ら れ た 。
なお， 生 命 の 誕生に つ い て は 岡 田 教授 と 泉教授に
1 年お き に コ ー デ ィ ネ ー タ を お 願い し て き て い る 。
ま た ， こ れ も 毎年本学の 卒業生に 参加 を 求 め て 行っ
て き た 医学教育 と そ の過程 に つ い て は 片 山 教授 （ 昭
和63年 一平成 3 年 ） ， 倉知教授 （ 平成 4 年 ） に コ ー
デ ィ ネ ー タ を お願い し た 。
こ の他にやや趣 を 異 に す る も の と し て 救 急 蘇生 法
実習が伊藤教授 に よ っ て 行われて い る 。 後述す る よ
う に ， 本医学 科の こ の学科 目 の特徴であ る 夏休み に
実施す る 介護体 験実習 に お い て は ， 一般的な 救急的
対応が必要 と な る 機会 に 遭遇す る か も 知 れ な い と の
考 え か ら であ る 。
夏期休暇中の介護体験実習
医学に 対す る 入門 コ ース であ る こ の概論に お い て ，
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学生諸君が主体 的に そ の意 図す る と こ ろ に 係わる よ
う な環境づ く り と し て ， 夏期休 暇中 の 介護体 験実 習
を 設定 し た 。 い ず れの教育に あ っ て も そ の構成要素
と し て 知 識， 技能， 態度の 3 つ が あ げ ら れて い る 。
医学概論 では 学生 と 教官と の討議を積 極的 に 取 り 入
れ て き て は い る が， 教室 内 では 講義形式 で実施 さ れ
る の で， ど う し て も 知 識偏重の き ら いがあ る 。 そ こ
で学生 自 らが参加 し ， 社会 と の繁り の な か で将来の
医 師と し て 求め ら れて い る 技能や態度 に つ い て も さ
ら に 学 ぶ場 と し て体 験実習 の導 入 を は か っ た 。 ど の
よ う な と こ ろ で体 験実習 をお願い す る か に つ い て は，
病 院 と い う 意見 も あ っ た が， 当時， 現在の よ う な 医
学概論 を 強 〈 指 向 き れて い た 解剖 学の故 松田教授が
遺伝相談を 通じ て ， 北陸 3 県 の重症 心身障害児（ 者 ）
施 設 の 方 々 と 親交があ っ た こ と か ら ま ず こ れ ら の施
設が候補 に あ が っ た 。 こ れに 私共が保健 ・ 福 祉行政
を 通じ て係 り の あ っ た特別養護考 人 ホ ー ム を 加 え て
体 験実習の場 と した 。 す な わち ， 病め る 人々 への専
門 技術的 な 対応 の以 前 に 求め ら れ る も の の教育 と い
う こ と で， 「生」 に 対し て 学生 自 身 に と も に 考 え き
せ る こ と を ね ら っ た か ら であ る 。
こ れ ら の施設に お け る 体 験と し て 食事， 入 浴， オ
ム ツ 交換の 介助 の 3 つ を 基本 的 な も の と し て ， そ の
他 は 各施設の実 状に 応 じ て お 願い し た 。 学生は 原 則
と し て 3 泊4 日で数 人の グル ープで実習 を 行っ た 。
こ の よ う な 条件 は 学生同志の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン に
よ り さ ら に 本学科 目 の教育効果の あ が る こ と を ね ら
っ て 決め ら れた 。 な お ， 各施設 では ， 医 師， 看護婦，
寮母， 社会福 祉関係者の な か から 実習 担 当者 を 決め
て 対応 し て い た だ い た 。 表 2 に 平成 5 年度の体 験実
習施設お よ び実 習期 間 など を 示 し た が， 昭和62年以
降 そ の 内容 は ほ ぼ同 じ であ る 。 こ れ ら の体 験実 習 を
行い ， さ ら に 実 習報告 書を作成 し ， そ れ を 各施設に
お 返し し て い る 。 医学生 と し て の 問題提起 を 含ん だ
報告 な ど も あ り ， 各施設の担 当者 に と っ て も 有意義
な もの と な っ て い る 。 学生に と っ て は 夏期休 暇の 一
部 を 削つて の， し か も か な り 体力 の い る 実習 で も あ
り ， 加 え て 重症心身障害 児 （ 者 ）， 寝た き り ・ 痴呆老
人 と の 出会 い は 心理的 に も き っ し そ う い う 意味 で
は heavy な 実習 と な っ て い る 。 そ の あ た り の事情 を
示す も の と し て 表 3 に 報告書の 一文 を あ げた 。 本体
験実習 に 対す る 意見 な ど を 学生や各施設の担 当者 に
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調査し て き て い る が， 表 4 に 示す よ う に 学生達 は そ
の 内容 を 改善し つつ， これ を 継続す る こ と を 支持 し
てい る 。 こ の こ と は施設側 に お い ても 同様で、あ り ，
実 習 の場 と し て新 た に 申し 込み を い た だ く 施設 も で
て き て い る 。 目 下こ の体 験実習 の た め の ガイ ド ラ イ
ン の よ う な も の の作成が求め ら れて い る 。
学概論の こ こ 数年の 経過 を ま と め た 。 地域社会 では
保健 ・ 医療 ・ 福 祉の 連携 に よ る 包括的 な サ ー ビス の
提供が 焦眉の 急 と な っ て い る 。 医師 と い う 専 門職 を
育 て る 医学科に あ っ て も 分化 と 統合 を 織 り 込ん だ教
育 に 関 し て学生の主体的 な 係 わり を 求めつっ さ ま ざ
ま な 改革が進ん で い る 。 Middle exposure そ し て
Late exposure な ど の 節 目 が き ち ん と そ の過 程に 組
み 込れ る こ と に よ り ， こ の Early exposure も さ ら
に 意 味 の あ る も の に な っ て い く も の と 確信し て い る 。
ま と め
Early exposure と い う こ と で 取 り 組 ま れ た 医薬
表 2 平成 5 年度医 薬学概論医学科体 験実習施設一覧
施 設 名
国 立 療 養 所
北 潟 病 院
国 立 療 養 所
医 王 病 院
国 立 療 養 所
七 尾 病 院
社 会 福 祉法人
め ひ の 野 園
社 会 福 祉法人
八 尾園 ・ 野積 園
医 療 法人 社 団
映 寿 会 病 院
社 会 福 祉法人
舟 見 寿 楽園
社 会 福 祉法人
新 川ヴィー ラ
社 会 福 祉法人
奇文 寿 苑
社 会 福 祉法人
エスポワ ルこすぎ
社 会 福 祉法人
射 水万葉苑
社 会 福 祉法人
鳳 R鳥 苑
社 会 福 祉法人
す わ 苑
社 会 福 祉法人
雨 晴 苑
社 会 福 祉法人
清 楽 国
社 会 福 祉法人
福 寿 園
医療法 人
富 山 城南 病 院
住 所
福井県坂井郡芦原 町北潟238 - 1
金沢市岩 出 町二一73
石川県七尾市 松百町ハ部3 1 
富 山 市西金屋6682
（ 八 ）婦 負郡八 尾町福 島 前 山 10






新 湊市 朴木21 1 -1
高岡市 蔵野 町3
氷見市 柳田 字諏訪野3892 1 
高岡市太 田赤 尾谷 内58
小 矢部市法 楽寺1880 1 
東砺波郡福 野 町松原678- 1
富 山 市 太郎丸1152
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期 間
7 月 26 日 （月）～ 7 月 29 日 休）
8 月 24 日 （刈 ～ 8 月 27 日 倒
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 働
7 月 20 日 （火） 7 月 24 目的
8 月 3 日 （刈～ 8 月 7 日 ω
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 掛
8 月 9 日 （月）～ 8 月 12 日 （木）
7 月 27 日 ω～ 7 月 30 日 幽
8 月 23 日 （月）～ 8 月 26 日 （木）
7 月 20 日 ω～ 7 月 23 日 幽
7 月 27 日ω～ 7 月 30 日 幽
7 月 28 日 む·）＼）～ 7 月 31 日 仕）
8 月 25 日 かJ＜）～ 8 月 28 日 仕）
8 月 10 日 （刈 ～ 8 月 13 日 幽
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 幽
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 幽
7 月2 0日 （刈～7 月 23 日 幽
7 月 20 日 （刈 ～ 7 月 24 日 仕）
鏡 森 定 信
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表 4 介護体 験実習 に 対す る 学生の意見
（ 医学教育22巻 1 号， 1 991 よ り ）
1 . 後 輩が こ の体 験実 習 を 経 験す る こ と に ど の程度賛 成 です か （ % ）
"'4 寸」 年 大賛成 賛 成 ど ち ら で も な い 反 対
1 年 ；95人 （ 100% ) 
2 年 ；88人 ( 100% )
3 年 ；88人 （ 100%)  
qLA生1i cOA生A斗A 必斗ムρhUハ叫U 丹、UA斗AAせ 400司t ームワ山円δ
2 . こ の体 験実 習 の 改善点 を 思 い つ き ま すか （ % ）
= 寸－ 年 は い い い え
1 年 ；9 1 人 ( 100%)
2 年 ；84人 ( 100% )
3 年 ；8 1 人 （ 100% )
892 44『uqο 218 RυPOρhu 
注）本調査は体験実習を経験した過去3か年の医学生に対して実施された
ものである。 なお， 1年生は実施直後， 2 年および3年生はそれぞれ
の学年時に1年時の実習をふり返って回答してもらった。
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